
障害者差別解消法の手引
しょうがい しゃ さ べつ かいしょうほう て びき

兵庫県・兵庫県社会福祉事業団
ひょう ご けん ひょう ご けんしゃかいふく し じ ぎょうだん



　障害を理由とする差別を解消し、障害のある人の人権や基本的自由の享有を確保すること

を通じ、障害のある人が社会に参加し、よりよく生きることを進める「障害者権利条約」が、

平成26年に批准されました。平成28年４月からは、「障害者差別解消法」が施行されます。

この法律は、障害を理由とする不当な差別的な取扱いを禁止しています。また、障害のある

人から何らかの配慮を求める意思の表明があった場合に、

負担になり過ぎない範囲で、日常生活や社会生活を送る

上でのバリア（障壁）を取り除くため、合理的な配慮を

行わねばならないとされています。

　私たちの街にはさまざまな人が暮らしています。障害

のある人も無い人も、大人も子どもも、男性も女性も、外国の人もいます。みんな違いはあ

りますが、同じように学んだり、働いたり、暮らす権利を持っています。障害者差別解消法

は、障害の有無によって分け隔てられることなく、誰もがお互いの個性と人格を尊重し、支

え合う社会をつくるために定められた法律です。この法律をきちんと理解し、誰もが暮らし

やすい社会をつくる責務が、みなさん一人ひとりに求められるのです。

 

 

障害者差別解消法
しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう

障害者差別解消法を知ってますか？
しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう し

とは、「障害を理由とした差別」を解消するための法律です
しょうがい さり べつ ほうりつゆう かいしょう
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しょうがい　　　り　ゆう　　　　　　　　 さ  べつ　　  かいしょう　　　　　しょうがい　　　　　　　  ひと　　　じん けん　　    き   ほん てき　じ　ゆう　　 きょうゆう　　  かく　ほ

 つう　　　　　しょうがい　　　　　　　  ひと　　  しゃ かい　　　さん　か　　　　　　　　　　　　　　　  い　　　　　　　　　　　　　すす　　　　　　　しょうがい　しゃ  けん　り じょうやく

へい せい　　　　ねん　　　 ひ じゅん　　　　　　　　　　　　　  　　　へい せい　　　　ねん　　  がつ　　　　　　　　　　　　しょうがい　しゃ　さ  べつ かい しょうほう　　　　　 せ　こう

　　  ほう りつ　　　　　しょうがい　　　 り　ゆう　　　　　　　　ふ　とう　　　 さ　べつ てき　　　とり あつか　　　　 きん　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうがい

ひと　　　　　 なん　　　　　　　  はい りょ　　　もと　　　　　  い　 し　　　ひょうめい　　　　　　　　　　  ば   あい

ふ　たん　　　　　　　　す　　　　　　　　はん   い　　　　　  にちじょう せい かつ　　　しゃ かい  せい かつ　　   おく

うえ　　　　　　　　　　　　　　 しょうへき　　　　　  と　　　 のぞ　　　　　　　　　　ごう　り  てき　　　はい りょ

おこな

わたし　　　　　　　まち　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと　　　 く　　　　　　　　　　　　　　　　　 しょうがい
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　　 しょうがい　　　 う 　む　　　　　　　　　　　わ　      へだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だれ　　　　　　　   たが　　　　　  こ  せい　　　じん かく　　   そんちょう　　　　   ささ

   あ　　　しゃ かい 　　　　　　　　　　　　　　　　　 さだ　　　　　　　　　　ほう りつ　　　　　　　　　　　　  ほう りつ　　　　　　　　　　　　　り  かい　　　　   だれ　　　　　　く
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へい せい　　　　  ねん

　がつ
平成２８年

４月スタート



この法律のミソ

　国や市町などの行政機関、会社、お店など民間事業者が、「障害を理由とする不当な差別」

をしないことをもとめた（決めた）法律です。

　障害のある人も無い人も、互いに個性と人格を認め尊重する社会をつくることが目的です。

この法律の目的
ほう りつ

こ の法律のミソ
ほう りつ

もく てき

差別解消法とは、どんな法律なの？
さ べつ かい しょう ほう ほう りつ
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　一般的な企業やお店、個人事業者のほか、無報酬の事業や非営利事業を行う、社会福祉法

人や特定非営利活動法人も含まれます。

民間事業者とは
みん かん じ ぎょうしゃ

　障害者基本法に定めているすべての障害のある人です。身体障害、知的障害、精神障害、

発達障害、そのほか心身機能の障害がある人など、障害や社会的障壁によって日常生活や社

会生活が、継続的に困難になっている人です。障害者手帳を持っていない人も含みます。

対象となる障害のある人とは

  障害のある人に対する

「不当な差別的取扱い」と

「合理的配慮の不提供｣を禁止しています。

たいしょう しょうがい ひと

01 01

　　 くに　　　しちょう　　　　　  ぎょうせい  き  かん　　 かいしゃ　　　　 みせ　　　　 みんかん  じ ぎょうしゃ　　　　　　しょうがい　　  り  ゆう　　　　　　   ふ  とう　　　さ べつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　                           き　　　　　　　ほうりつ

　　しょうがい　　　　　　 ひと　　  な　　　ひと　　　　 たが　　　　　こ せい　　 じんかく　　 みと　　そんちょう　　　　しゃかい　　　　　　　　　　　　　　　もくてき

　　 いっぱんてき　　  き ぎょう　　　　みせ　　  こ  じん  じ ぎょうしゃ　　　　　　　　   む ほうしゅう　   じ ぎょう　　 ひ  えい  り   じ ぎょう　  おこな　　　　しゃかいふく し  ほう

じん　   とく てい  ひ  えい  り  かつどう ほうじん　　ふく

　　 しょうがいしゃ  き  ほん ほう　　 さだ　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうがい　　　　　　 ひと　　　　　　  しん たいしょうがい　　   ち   てきしょうがい　　せいしんしょうがい　　 

はっ たつしょうがい            　　　　　　　しんしん   き のう　　しょうがい　　　　　    ひと　　　　　　 しょうがい　　 しゃかいてきしょうへき　　　　　　　　　にちじょうせいかつ　　 しゃ

かいせい かつ　　　　 けいぞくてき　　こん なん　　　　　　　　　　　　　ひと　　　 　　　  しょうがいしゃ  てちょう　　 も　　　　　　　　　　　 ひと　　ふく

　  しょうがい　　　　　　　 ひと　　  たい　　　

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きん   し

しょう　　 がい　  　さ　　   べつ

ふ　 とう  　　　　さ　  べつ    てき    とり あつか

ごう　  り　  てき   はい    りょ　　　　  ふ　  てい  きょう　　　　
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合理的配慮の不提供

 

1

　正当な理由もなく、障害があるということでサービスなどの提供を拒否したり、制限した

り、障害のない人にはない条件をつけたりすることが、障害を理由とした不当な差別になり

ます。

不当な差別的取扱い
べつ

ごう り てき はい

飲食店などで
いんしょくてん

りょ

「不当な差別的取扱い」「合理的配慮の不提供」の具体例
ふ とう さ べつ てき とり ごう り てき はい りょ ふ ていきょう ぐ たい れいあつか

ふ ていきょう

さとうふ てき とりあつか

障害を理由とした不当な差別とは？
さ べつふ とうがいしょう り ゆう
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　　 せい とう　　　り  ゆう　　　　　　　　   しょうがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていきょう　　きょ  ひ　　　　　　　　　せい げん

　　　     しょうがい　　　　　　 ひと　　　　　　　　じょうけん　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　しょうがい　　  り  ゆう　　　　　　　ふ  とう　　  さ  べつ

 　障害のある人から、何らかの配慮を求める意思の表明があるのに、社会的障壁を取り除く

ための、合理的な配慮をしないことを言います。

　なお、本人が配慮を求める意思の表明ができない時は、家族、介助者、支援者などが補佐

し、意思の表明をすることもできます。

　　    しょうがい　　　　　　 ひと　　　　　　 なん　　　　　　 はい りょ   　もと　　　　　い　 し　　ひょうめい　　　　　　　　　　　　  しゃかいてきしょうへき　　  と　　　 のぞ

　　　　　　　　  ごう  り  てき　　はい りょ　　　　　　　　　　　　　　　 い

　　　　　　　　  ほんにん　　 はい りょ  　 もと　　　　　い　 し　　ひょうめい　　　　　　　　　　  とき　　　　　か ぞく　　 かいじょしゃ　　　し  えんしゃ　　　　　　　ほ　さ

　　　　　い　 し　　ひょうめい

車いすで（盲導犬を連れて）レス

トランや飲食店に入ろうとしたら、

断られた。

くるま　　　　　　　もうどうけん　　 つ

　　　　　　　  いんしょくてん　 はい

ことわ

3

入会窓口などで
にゅうかいまど ぐち

スポーツクラブやカルチャーセン

ターに入会を申し込んだ。障害が

あることを伝えたら、そのことを

理由に入会を断られた。

　　　

　　　　　 にゅうかい　  もう　　 こ　　　　　　しょうがい

　　　　　　　　　  つた

 り ゆう　 にゅうかい　  ことわ

住宅案内所などで
じゅうたくあん ない じょ

マンションやアパートを借りよう

と申し込んだ。障害があることを

伝えたら、そのことを理由に貸し

てもらえなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か

　　もう　　 こ　　　          しょうがい

つた　　　　　　　　　　　　　　　　　  り ゆう　　 か

駅などで
えき

駅でどの電車に乗れば目的地に行

けるか尋ねたが、わかりやすく説

明してもらえなかった。

えき　　　　　  でんしゃ　　 の　　　　 もくてき ち　　  い

                 たず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せつ

めい

避難所などで
ひ なん じょ

災害時の緊急案内が音声でしか提

供されなかったので、どうすれば

よいのかわからなかった。

さいがい じ　　 きんきゅうあんない　　 おんせい　　　　　　てい

きょう

会議などで
かい ぎ

会議や報告会で、わかりやすく説

明してくれる人の配置をお願いし

たが、用意してもらえなかった。

かい ぎ　　 ほうこくかい　　　　　　　　　　　　　　　 せつ

めい　　　　　　　　　  ひと　  はい ち　　　　 ねが

　　　　　　よう い

1

2
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障害のある人の存在を意識していない慣習や文化など

2

3

4

障害のある人にとって日常生活や社会生活上で障壁となるものには、

社会における事物
しゃ

通行、利用しにくい施設、設備など
つう こう よう し せつ せつ びりかい じ ぶつ

「社会的障壁」とは、どのようなもの？
しゃ かい てきしょうへき

4

03

しょうがい     　　　　　　 ひと                    　　　　にちじょうせい  かつ  　　 しゃ かい せい かつじょう　    しょうへき

もと
ごう り てき はい りょ

制 度
せい

利用しにくい制度など
よう せい どりど

かん こう

かん ねん

慣 行

観 念 障害のある人への偏見など

しょうがい

しょうがい

ひと

ひと へんけん

ざいそん い しき ぶん かしゅうかん

ホームページ

社会的障壁の具体例
しゃ かい てき へきしょう ぐ たい れい

画像が多く、読み上げソフトが

機能しない。

      が ぞう　　おお　　　　 よ　　  あ　　    　　　　　　　　 

  き のう　　　　　　　　

書 類
しょ るい

難しい文章や漢字ばかりで、

理解しづらい。

むずか　　　 ぶんしょう　 かん じ　　　　　　　　　　  

　　　　　　 り かい
段差があり進めない。
だん さ　　　　　　   すす

段 差
だん さ

1

代替手段等を用いて情報提供を行う
だい たい しゅ だん とう もち じょうほう ていきょう おこな

「合理的配慮」とは、どのようなもの？
ごう り てき りょはい

聴覚障害のある人には筆談など

音声以外の方法で伝える。

ちょうかくしょうがい　　　　    ひと　　　  ひつだん

　  おんせい い がい　　ほうほう　  つた
視覚障害のある人に、

書類を読み上げながら説明する。

　  し  かくしょうがい　　　　     ひと

しょるい　　 よ　　  あ　　　　　　　   せつめい
交通機関などで、駅員や係員が

乗車を手助けする。

こうつう き かん　　　　　　　  えきいん　　かかりいん

　　　　　じょうしゃ　　 て だす

段 差
だん さ

「合理的配慮」が求められます。
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1

　正当な理由があって、障害のある人とない人に、違う対応をした場合は差別になりません。

　しかし、正当な理由は、安全の確保、財産の保全、事務や事業の目的・内容・機能の維持、

損害発生の防止など、個々の状況に応じて総合的に判断する必要があります。正当な理由が

あると判断した場合は、その理由を説明し、理解を得るように努めなければいけません。

正当な理由がある場合
とうせい り ゆう ば あい

差別とならない場合
ば あいべつさ
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　　 せい とう　　　り  ゆう　　　　　　　       　   しょうがい　　　　  　  ひと　　　　　     ひと　　　　 ちが　　 たいおう　　　　　      ば  あい　　  さ  べつ

　　　　　　　　　　  せい とう　　　り  ゆう　　　　 あんぜん　　 かく  ほ　　  ざいさん         ほ ぜん         じ   む          じ ぎょう      もくてき　　 ないよう　　  き  のう　　  い   じ

そんがいはっせい　　 ぼう  し　 　　　　　　こ   こ　　 じょうきょう　   おう　　　　 そうごうてき　　 はんだん　　　　 ひつよう　　　　　　　　　　　　　せいとう　　　り ゆう

　　　　　　 はんだん　　　　　ば あい　　　　　　　　　 り ゆう　    せつめい　　　　　り かい　　　え　　　　　　　　　つと

5

1

　障害のある人の社会的障壁を取り除くための合理的な配慮を提供するにあたり、負担が過

重となる場合は、差別にはなりません。しかし、過重な負担かどうかは、個々の状況に応じ

て総合的に判断する必要があります。過重な負担と判断した場合は、その理由を説明し、理

解を得るように努めなければいけません。

過重な負担がかかる場合
じゅうか ふ たん ば あい

　　 しょうがい　　　　　　 ひと　　 しゃかいてきしょうへき　　  と　　  のぞ　　　　　　　　  ごう  り てき　　 はいりょ　　 ていきょう　　　　　　　　　　　　　　　ふ たん　　  か

じゅう　　　　　　　ば あい　　　　　さ べつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かじゅう　　 ふ  たん　　　　　　　　　　　　　 こ　こ　　 じょうきょう　  おう

　　そう ごうてき　　 はんだん　　　　 ひつ よう　　　　　　　　　　　　　  かじゅう　　ふ たん　　 はんだん　　　　　 ば あい　　　　　　　　　 り ゆう　　せつめい　　　　　り

かい　　　え　　　　　　　　　つと

事務・事業への影響の程度（事務や事業の目的・内容・機能の維持）
 じ   む　　　じぎょう　　　　えいきょう　　てい  ど　　 　じ　む　　　じぎょう　　 もくてき　　  ないよう　　　き のう　　　い　じ

実現困難度(人的・体制上の制約、物理的・技術的制約）
じつげんこんなん ど　 じんてき　　たいせいじょう　  せいやく　　 ぶつ り てき　　　ぎじゅつてきせいやく

費用や負担の程度
 ひ  よう　　  ふ たん　　 てい ど

事務・事業規模
 じ   む　　　じぎょう  き    ぼ

財政・財務状況
ざいせい　　 ざい  む じょうきょう

か   じゅう　　　　  ふ     たん　　　　  はん   だん　　　　　　　　　　　    　　　　　 よう　  そ

2

　障害のある人（家族、介助者、支援者など）から、社会的障壁を取り除いて欲しいという

意思の表明が無い場合は、合理的配慮が行われなくても、差別にはなりません。

　しかし、その場合であっても、適切な配慮を提案するなど、自主的な配慮に努めることが

望まれています。

意思の表明がない場合　
しい ひょうめい ば あい

　　 しょうがい　　　　　　 ひと　　　か ぞく　　 かいじょしゃ　　  し  えんしゃ　　　　　　　　　　　　　しゃかいてきしょうへき　　  と　　  のぞ　　　      ほ

  い   し　　 ひょうめい　　  な　　　  ば あい　　　　 ごう  り てきはいりょ      おこな　　　　　　　　　　　　　　　さ  べつ

　　　　　　　　　　　　　　　　ばあい　　　　　　　　　            てきせつ　   はいりょ　　 ていあん　　　　　　　　　　　 じ  しゅ てき　　 はいりょ　　 つと

のぞ

3

　状況に応じて、障害のある人を優遇する対応は、法的差別となりません。

　障害のある人とない人の、事実上の平等を促進し、達成するために必要な措置となります。

優遇する場合
ぐうゆう ば あい

　　 じょうきょう　  おう　　　　　　 しょうがい　　　　　　 ひと　　 ゆうぐう　　　　 たいおう　　　　 ほうてき  さ  べつ

  　しょうがい　　　　　    ひと                    ひと              じ じつじょう    びょうどう　　 そくしん              たっせい　　　　　　　　　　  ひつよう　　　そ　ち

4

過重な負担と判断するときの要素過重な負担と判断するときの要素

さき　 　あんない



05障害者差別解消法で守らなければならないこと
しょうがい しゃ さ べつ かいしょうほう まも

6
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不当な差別的取扱い

禁 止 法定義務

禁 止 努力義務

禁 止
きん し

機関
き かん

不当な差別的取扱いは

禁止です。

  ふ  とう　　   さ  べつてき  とりあつか　　　　

きん  し
障害のある人に対して合理的な

配慮を行わねばなりません。

しょうがい　　　　        ひと　　 たい               ごう   り てき

はいりょ     おこな

  ふ  とう          さ  べつ てき  とりあつか

 くに　　　　ぎょう  せい　   き    かん

    ち    ほう  こう きょう  だん   たい

法定義務
ほう てい ぎ む

国の行政機関・

地方公共団体など

ごう   り  てき        はい りょ　　  ていきょう

合理的な配慮の提供

禁 止
きん し

不当な差別的取扱いは

禁止です。

  ふ  とう　　   さ  べつてき  とりあつか　　　　

きん  し
障害のある人に対して合理的な

配慮を行うよう努めねばなりません。

しょうがい　　　　        ひと　　 たい               ごう   り てき

はいりょ     おこな           　　　つと

 みん    かん     じ    ぎょう   しゃ

努力義務
ど りょく ぎ む

民間事業者など
※民間事業者には、個人事業者やＮＰＯ

　などの非営利事業者も含まれます。

　　  みんかん  じぎょうしゃ　　　　　　  こ じん  じぎょうしゃ

　　　　　　　　   ひ  えい   り   じぎょうしゃ        ふく

もう少し詳しい障害者差別解消法
行政機関などは「合理的配慮」を「法的義務」とし、民間事業者は「努力義務」としているのはどうして？
ぎょうせい きかん　　　　　　    ごう り てきはいりょ　　　　　 ほうてき ぎ   む　　　　　　　  みんかんじぎょうしゃ　　　  どりょくぎ む

すこ                    くわ　　　　　　　　　　  しょう      がい       しゃ         さ         べつ　　 かい      しょう      ほう

合理的配慮は行政活動のほか、医療、教育、公共交通など幅広い分野が対象です。そこでは多種多様な

配慮が求められるので、行政機関などは率先して取り組むように法的義務としています。民間事業者な

どは、国が定める各分野の方針に基づく努力義務として、自主的な取り組みを促しています。

ごう り てきはいりょ　  ぎょうせいかつどう　　　　　　　 いりょう　  きょういく　 こうきょうこうつう　　　  はばひろ      ぶんや      たいしょう　　　　　　　　　　　　　  た しゅ た よう

はいりょ　　もと　　　　　　　　　　　     ぎょうせい きかん　　　　　  そっせん             と        く　　　　　　      ほうてき ぎ   む　　　　　　　　　　　　　　みんかん じぎょうしゃ

　　　　　  くに　　さだ  　　　かくぶん や　　 ほうしん      もと　　　   どりょく ぎ  む　　　　　　　　  じ しゅてき　　 と         く　　　　うなが

民間事業者などが、合理的配慮の努力義務を守らない場合は？
みんかん  じぎょうしゃ　　　　　　　　ごう  り てきはいりょ        どりょく ぎ   む        まも　　　　　　   ば あい

同じ民間事業者などが、繰り返し障害のある人の権利や利益の侵害になるような差別をして、自主的な

改善も期待できないときは、その事業分野の主務大臣が、報告を求めたり、行政措置（助言、指導、勧

告）を行ったりします。

おな　　みんかん  じぎょうしゃ　　　　　　　　 く　　  かえ     しょうがい　　　　　　ひと　　 けん り           り えき　　 しんがい　　　　　　　　　　　　  さ  べつ　　　　　　　　  じ  しゅてき

かいぜん　　  き たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   じぎょうぶん や　　  しゅ  む だいじん　　　　ほうこく        もと　　　　　　　　ぎょうせい  そ  ち         じょげん　　　し どう　　かん

こく　　　   おこな

個人的な人間関係においても、この法律に違反したら罰せられますか？
 こ  じんてき　　にんげんかんけい　　　　　　　　　　　　　　　　ほうりつ　　   い はん　　　　　    ばっ

障害者差別解消法は、行政機関や民間事業者などを対象としています。一般の人が個人的な関係のもと

で、障害のある人と接するような場合は対象としていません。また、個人の思想や言論も対象としてい

ません。しかし、全ての人が障害のある人への理解を深めることは、共生社会をつくるうえで、非常に

大切なことです。

しょうがいしゃ  さ べつかいしょうほう　        ぎょうせい き かん　　みんかん  じぎょうしゃ　　　　　   たいしょう　　　　　　　　　　　　　  いっぱん       ひと         こ じんてき　　 かんけい

　　　　 しょうがい　　　　　   ひと       せっ　　　　　　　　　　  ば あい　    たいしょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ じん         し そう       げんろん　　たいしょう

　　　　　　　　　　　　　　　　すべ　　　　 ひと　　しょうがい　　　　　　ひと　　　　  り かい　　 ふか　　　　　　　　　　　　きょうせいしゃかい　　　　　　　　　　　　　　　　 ひじょう

たいせつ

この法律のスタートはいつ？
             ほうりつ

平成２８年４月１日です。それまでの間に、「国の基本方針」などに基づいて、行政機関などを対象と

した「対応要領」が作られます。また、各分野の民間事業者などを対象とした「対応指針」も作られ、

全ての人に法律の趣旨や内容を理解してもらえるように、積極的な広報活動が行われます。

へいせい　　　　ねん　　がつ　　にち　　　　　　　　　　　　　　　　あいだ　　　　　  くに　　  き ほんほうしん　　　　　　　　もと　　　　　　　　ぎょうせい き かん　　　　　　たいしょう

　　　　　　たいおうようりょう　　　  つく　　　　　　　　　　　　　　　　かくぶん や　　  みんかん  じぎょうしゃ　　　　　　たいしょう　　　　　　　　たいおう  ししん　　　　 つく

すべ　　　　ひと　　ほうりつ　   しゅ  し　　  ないよう　　  り かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せっきょくてき　　こうほう かつどう　 おこな

ねん がつ



平成27年4月より、障害のある人の相談窓口である「障害者ほっとライン」

（障害者110番）で、毎月第4水曜日に、弁護士による専門相談を実施します。

法律的な観点からアドバイスが求められるものを対象とします。

差別や虐待、権利侵害等、障害者の人権に関する相談

財産管理や成年後見に関する相談

悪徳商法や消費者被害に関する相談　等

 

 

障害者ほっとライン

078 - 2 6 2 - 1 2 3 5

0 7 8 - 2 3 0 - 9 5 5 3ファックス

7

こんな相談を受け付けています
そう だん う つ

ご相談の方法
そう だん ほう ほう

相談実施日の前々日15時までに、以下の予約受付電話・ファックスまで連絡し、

事前予約をおこなってください（おかけ間違えのないようにご注意ください）。

ファックスでの相談を希望される場合は、「弁護士ファックス相談希望」と書き、

氏名・連絡先・相談内容をお送りください。

（ 受付時間10時から16時、土日祝・年末年始を除く ）　

詳しくは兵庫県ホームページをご覧ください
http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf08/tcs.html

予約受付
電話番号

弁護士による専門相談

（事前予約制）

 　　へい せい            ねん      がつ　　　　　　　 しょうがい　　　　　　　  ひと         そう だん まど ぐち　　　　　　　　　  しょうがい しゃ

      しょうがい しゃ　　　　　   ばん　　　　　　　  まい つき だい       すい よう  び　　　　　  べん  ご    し　　　　　　　　せん もん そう だん　　   じっ   し

しょう

べん ご し せん もん そう だん

がい しゃ

 ほうりつてき       かんてん                                                   もと                     　　　　　　　　たいしょう

   さ   べつ　　　ぎゃくたい          けん   り    しん がい  など         しょう がい  しゃ　　　 じん  けん　　　 かん　　　　　　そう だん

そうだんじっし   び　　 ぜんぜんじつ          じ　　　　　　　　  い   か         よ やくうけつけでん わ　　　　　　　　　　　　　　　　れんらく

  じ ぜん  よ やく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま ちが　　　　　　　　　　　　　　　 ちゅうい

　　　　　　　　　　　　　  そうだん　　 き ぼう　　　　　　 ば あい　　　　　  べん ご   し　　　　　　　　　　そうだん き ぼう　　　　 か

  し めい　　れんらくさき　　そうだんないよう　　　  おく

うけつけ じ  かん　　　  じ　　　　　　　 じ　　　どにちしゅく　　ねんまつねんし　　  のぞ

くわ                   ひょう  ご  けん        　　　　　　　　　　　　        らん

  よ   やく  うけ  つけ

でん　 わ   ばん  ごう

 ざい  さん  かん    り　　　  せい ねん  こう  けん　　　 かん　　　         そう だん

 あく  とくしょう ほう　　　しょう  ひ    しゃ    ひ   がい　　　 かん　　　　　　そう だん　　　 など

じ ぜん よ やくせい



平成２６年１２月５日に開催した、平成２６年度 兵庫県 障害者

差別解消法施行準備推進事業「障害者差別を考えるセミナー」の

講演概要を掲載します。

東京都生まれ。大阪大学大学院人間科学研究科修了（人間科学博士）

精神保健福祉士、社会福祉士、専門社会調査士。現在、大阪市立大

学大学院生活科学研究科准教授。専門は合意形成論、地域福祉、居

住福祉。現在はイタリアをフィールドに調査を行いながら、障害者・

地域住民・専門職との協働によるまちづくりについて研究を進めて

いる。著作に『精神障害者施設におけるコンフリクト・マネジメン

トの手法と実践－地域住民との合意形成に向けて－』（明石書店、

2013 年）、『キーワードと22の事例で学ぶソーシャルワーカー

の仕事』（遠塚谷冨美子・豊田志保・野村恭代編著、晃洋書房、

2013年）などがある。

参考：大阪市立大学 大学院 生活科学研究科・生活科学部

ホームページ：http://www.life.osaka-cu.ac.jp/index.html

講師紹介
こう し しょう かい

講演Ⅰ
こう えん

プロフィール

 野村 恭代 氏
の むら やす よ し

付録
ふ ろく
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兵庫県在住。青山学院大学文学部卒業。２級ファイナンシャル・プ

ランニング技能士。28歳でうつ病、30歳のとき発達障害と診断さ

れる。2002年に大人の発達障害のグループ「関西ほっとサロン」、

2008年4月に「発達障害をもつ大人の会」を立ち上げる。現在は

大阪府若者サポートステーションでピアワークサポーターとして就

労相談等、当事者立場でのキャリアカウンセリングをはじめ、企業

や特別支援教育機関向けの講演等を行っている。また『発達凸凹活

用マニュアル』の作成や『発達凸凹１００人会議』の開催等、発達

障害の特性理解を広げる活動も進めている。

参考：NPO法人 発達障害をもつ大人の会

ホームページ：http://www.adhd-west.net/index.php

講演Ⅱ
こう えん

プロフィール

 広野 ゆい 氏
ひろ の し

へいせい　　　　 ねん　　　　 がつ　　 にち　　かいさい　　　　　　 へいせい　　　　 ねん  ど　ひょう  ご  けん しょうがいしゃ

  さ べつ かいしょうほう せ  こうじゅん  び すいしん  じぎょう　　しょうがいしゃ  さ べつ      かんが

こうえん がいよう　　 けいさい

とうきょうと   う　　　　　　  おおさかだいがくだいがくいんにんげん  か がくけんきゅうかしゅうりょう　    にんげん  か がく はか せ

せいしん  ほ けんふく  し   し　　  しゃかいふく  し   し　　  せんもん しゃかいちょう さ   し　     げんざい      おおさか  し りつだい

がくだいがくいんせいかつ  か がくけんきゅう　か　じゅんきょうじゅ　　せんもん      ごう  い けいせいろん       ち  いきふく  し　　  きょ

じゅうふく し  　   げんざい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちょうさ      おこな　　　　　　　　　 しょうがいしゃ

  ち  いきじゅうみん　   せんもんしょく　　　  きょうどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 けんきゅう　 すす

　　　　　　 ちょさく　　　　せいしんしょうがいしゃ  し せつ

　　　   しゅ ほう　　じっせん　　 ち  いきじゅうみん　　　　ごう い  けいせい　　 む　　　　　　　　　　  あか  し  しょてん

   　　　　　   ねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   じ れい　　まな

　　  し ごと　　　　とおつかたに  ふ   み  こ　　  とよ  た　し   ほ　　　の むらやす  よ へんちょ　　 こうようしょぼう

　     　   　  ねん

さんこう　　 おおさか  し  りつだいがく  だいがくいん　せいかつ  か がく けんきゅうか　　  せいかつ  か がく  ぶ

ひょう ご  けんざいじゅう　   あおやまがくいんだいがくぶんがく ぶ  そつぎょう　　　　きゅう

　　　　　　　　　　  ぎ のう し　　　　　  さい　　　　　　びょう　　　　　 さい　　　　　　 はったつしょうがい　　しんだん

　　　　　　　　　　　　 ねん　　 お とな　　  はったつしょうがい　　　　　　　　　　　　かんさい

　　　　　　ねん　  がつ　　　　 はったつしょうがい　　　　　　  お とな　　 かい　　　　 た　　　あ　　　　　　  げんざい

おおさか  ふ わかもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しゅう

ろうそうだんなど　　とう  じ しゃたち  ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きぎょう

　　とくべつ  し えんきょういく き かん む　　　　  こう えんなど　　おこな　　　　　　　　　　　　　　　　はったつでこぼこかつ

よう　　　　　　　　　　　　　　 さくせい　　　　 はったつでこぼこ　　　　　　にんかい ぎ　　　　 かいさいとう　　  はったつ

しょうがい   　    とくせい  り かい　　 ひろ　　　　かつどう　　すす

さんこう　　　　　　　ほうじん　はったつしょうがい　　　　　　  お とな　　かい



　大学在学中にボランティアで精神障害者の施設に関わった経験が契機となり、卒業後は精神保健福祉士と

して勤務していた。勤務先の法人がグループホーム（ＧＨ）をつくることになったとき、それまで親しくし

ていた住民がＧＨ建設への反対運動を始めた。なぜ反対するのかわからないまま、感情のぶつかりあいで事

態は収束せず、結局ＧＨはつくれなかった。

　昨年春、西日本のとある町のビル３階に精神障害者のＧＨをつくる計画が持ち上がった。２階には大手学

習塾が入っていて、「ＧＨが入ることで塾生が減ったらどうしてくれるのか」と激しい反対にあった。東日

本でも昨年、発達障害者のＧＨをつくる計画があったが、地域住民からの反対によりいまだ建設に至ってい

ない。このように、残念ながら施設コンフリクトは現在でも各地で発生している大きな問題である。

　

　そもそも「コンフリクト」とは、ミクロレベルでは個人の葛藤から始まり、マクロレベルでは戦争に至る

まで用いられる概念であり、対立、紛争、摩擦などあらゆる現象を含む概念であるため、敢えて日本語に訳

さずに使用する。また、これまで「施設コンフリクト」の明確な定義はなかった。ここでは、争い、摩擦等

が表出しており、両者がそれを知覚している状態のことであるとする。2000年から2010年までの施設コ

ンフリクトの全国発生率について、全国精神障害者地域生活支援協議会（通称あみ）の協力のもと調査した

ところ、全体の１割で発生していることがわかった。その発生要因はさまざまであるが、差別・偏見が要因

の一つであることは確かであり、「地価が下がる」「リスクが生じる」といった、1980年代から変わるこ

とのない反対理由が確認された。また、まずは本音を言わずに施設ができることを「聞いている、聞いてな

い」等の手続き論から入ることも多くみられる。一般的に施設コンフリクトは発生しないほうが良いものと

考えられることが多いが、例えば、あまり得意ではないと思っていた相手と大げんかした後に上手い具合に

和解できたときは、後々関係性がうまく行くことがある。これは施設と地域住民にも見られる現象であり、

合意形成の仕方によっては施設と地域住民、地域住民と利用者の関係が良くなり、表面上の解決よりも両者

にとってプラスになることがある。

　

　一方、欧米では早くからコンフリクトは両者の関係をプラスに導く良い機会であると認識されてきた。こ

こで、施設コンフリクト発生後に長い時間をかけて両者の信頼を構築し、その信頼は一つの事故では簡単に

崩壊しなかったという事例を紹介する。これは施設コンフリクトが大々的に発生した事例であり、施設建設

予定地にわら人形が打ち込まれたり、白いスプレーで壁に誹謗中傷の言葉が書かれたりしたが、信頼を醸成

講演Ⅰ
こうえん

 野村 恭代 氏
の むら やす よ し

地域であたりまえに暮らすことを再考する
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－「ともに生きる」まちづくりのために－

　　だいがくざいがくちゅう                                              せいしんしょうがいしゃ　　  し せつ　　かか　　　　　　 けいけん　　 けい き　　　　　　　　 そつぎょうご　　 せいしん  ほ けんふく  し  し

　　　　きん  む　　　　　　　　　　  きん  む さき　　 ほうじん　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　  した　　　　

　　　　　   じゅうみん　　　　　  けんせつ　　　　はんたいうんどう　　 はじ　　　　　　　　　　はんたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんじょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ

たい　　しゅうそく　　　　　  けっきょく

　　 さくねんはる　　にし  に ほん　　　　　　　   まち　　　　　　　    かい　   せいしんしょうがいしゃ　　　　　　　　　　　　　　けいかく　　  も　 　  あ　　　　　　　　  　　かい　　　　おお  て がく

しゅうじゅく　  はい　　　　　　　　　　　　　　　　　   はい　　　　　　　  じゅくせい　　  へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   はげ　　　　 はんたい　　　　　　　　　　 ひがしに 

ほん　　　　さくねん　 　はったつしょうがいしゃ　　　　　　　　　　　　　   けいかく　　　　　　　　　　　　　ち いきじゅうみん　　　　　   はんたい　　　　　　　　　　　　 けんせつ　　いた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざんねん　　　　　　　しせつ　　　　　　　　　　　　　　 げんざい　　　　かく  ち　　  はっせい　　　　　　　   おお　　　　 もんだい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ じん　　 かっとう　　　   はじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せんそう       いた

　　　   もち　　　　　　　　がいねん　　　　　　　　 たいりつ　　 ふんそう　　  ま さつ　　　　　　　　　　　　げんしょう　　 ふく　　 がいねん　　　　　　　　　　　　  あ　　　　　 に ほん  ご　　  やく

　　　　　　  し よう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   し せつ　　　　　　　　　　　　　　　    めいかく　　てい  ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あらそ　　  　 ま  さつとう

　 ひょうしゅつ　　　　　　　　　　 りょうしゃ　　　　　　　　  ち かく　　　　　　　　じょうたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ねん　　　　　　　　　　ねん　　　　　　　し せつ

　　　　　　　　　　　　ぜん こくはっせいりつ　　　　　　　　　　 ぜんこくせいしんしょうがいしゃ ち  いきせいかつ し えんきょう ぎ かい      つうしょう　　　　　　　  きょうりょく　　　　　 ちょうさ

　　　　　　　   ぜん たい　　　　わり　   はっせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はっせいよういん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ べつ　    へんけん　　よういん

　　ひと　　　　　　　　　　　　　　 たし　　　　　　　　　　　　  ち    か        さ　　　　　　　　　　　　　　　　  しょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ねんだい　　　　  か

　　　　　　　　はんたい  り  ゆう　   かくにん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほん ね　　　 い　　　 　　  　し せつ　　　　　　　　　　　　　　　　   き　　　　　　　　　　　き

　　　　とう　　  て つづ　　ろん　　　　 はい　　　　　　　   おお　　　　　　　　　　　　 いっぱんてき　　  し せつ　　　　　　　　　　　　　　 はっせい　　　　　　　　　　　　  よ

かんが　　　　　　　　　　　　　  おお　　　　　　 たと　　　　　　　　　　　　 とく  い　　　　　　　　　　  おも　　　　　　　　あい て　　  おお　　　　　　　　　　あと　　  う   ま　　   ぐ あい

  わ かい　　　　　　　　　　　　　　 のちのちかんけいせい　　　　　　　　  い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し せつ　　　ち  いきじゅうみん　　　　 み　　　　　　 げんしょう

ごう  い けいせい　　  し かた　　　　　　　　　　  し せつ　　  ち  いきじゅうみん　　  ち  いきじゅうみん　　  り  よう しゃ　   かんけい　　 よ　　　　　　　　ひょうめんじょう　  かいけつ　　　　　　りょうしゃ

　　いっぽう　   おう べい　　　   はや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りょうしゃ　　 かんけい　　　　　　　　　  みちび　　よ　　    き かい　　　　　　　　にんしき

　　　　　　  し せつ　　　　　　　　　　　　 はっせい ご　　  なが　　  じ かん　　　　　　　   りょうしゃ　   しんらい　　こうちく　　　　　　　　 しんらい　　 ひと　　　　  じ   こ　　　　  かんたん

ほうかい　　　　　　　　　　　　　　　　  じ  れい　  しょうかい　　　　　　　　　　　　  し せつ　　　　　　　　　　　　　　 だいだいてき　　 はっせい　　　     じ れい　　　　　　　　　し せつけんせつ

  よ てい  ち　　　　　　 にんぎょう　　う　　　こ　　　　　　　　　　  しろ　　　　　　　　　　　   かべ　　  ひ ぼうちゅうしょう　 こと  ば　　   か　　　　　　　　　　　　　　　　   しんらい　  じょうせい

ち

い

いき く さい こう



することにより３年後に施設建設に至った事例である。地域イベントへの参加、町内活動などを続けるうち

に、双方共に相手に対して「信頼できない」から「もしかしたら信頼できるかもしれない」、そして「信頼

できる」に変化した。そのような中、施設の利用者が隣の住民にケガをさせる事故が起こるのだが、当初大

々的に反対していた住民数名が「今回のことは不運な事故である。施設がここにいられなくならないように、

地域がもめないようにするにはどうしたら良いか」と市役所に相談に行っていたことがわかった。障害者と

呼ばれる人も地域住民として信頼された事例である。

　

　また、イタリアの事例についても紹介したい。イタリア北部の山沿いに人口約１１万人のトレントという

町がある。イタリアでは1998年に単科の精神科病院が廃止され、現在、トレントには総合病院の中に精神

科病床が５～６床あるのみである。トレントでは、毎朝８時３０分から町の福祉医療の専門職や行政職等と

住民（必ずしも民生委員等ではない）３０名ほどが会議を開き、地域のメンタル面での不調者のリストから

支援が必要な状態の人に関する情報を共有する。「担当は誰か」ではなく、今、○○さんにとって最も適切

だと考えられる人が支援に入る。住民がその役目を担うこともある。また、日本にはない専門職（UFE/ウッ

フェ）も毎朝の会議に参加する。UFEは障害のある当事者かその家族で構成される。UFEになるための条件

は、当事者としての経験があること、その知識や経験を活用できること、UFEという専門職に興味があるこ

と、他者とのコミュニケーションの取り方を把握していることであり、最も重要な条件は、自分の調子が悪

いときの対処法を理解していることである。UFEのメリットは同じ立場の人のモデルになれることなどさま

ざまあるが、一番のメリットは市民への啓発であり、市役所や保健センターなどに配置されることにより、

市民はUFEを障害者として捉えるのではなく、専門職として接する。すると市民は地域に暮らす障害者に対

しても同じような見方とつきあい方をする。イタリアでは、精神科病院を廃止したことをきっかけに、地域

支援をどう作るかについて何年もかけて取り組んだ結果、現在のシステムができ上がったのである。

　

　このような取り組みは日本で活かせるのだろうか。まず、日本では住む場所ありきの福祉を展開してきた

結果、地域住民として生活することへの支援が手薄である。建築学者の早川和男氏は、今から17年前に

「居住福祉」という概念を提唱した。人が生活する上でまず整備が必要なものは住まいである。当然、住み

続けるための支援も必要になる。専門職は、住民同士で支え合う地域を作るための支援を行わなければなら

ない。個を支える地域を作ることは福祉の大きな役割である。人が社会で生きる以上、コンフリクトが発生

するのは当然である。その対立に蓋をするのではなく、いかにプラスの解決を図るかが重要である。またそ

の際には、全ての人がそこに生きる権利があることを忘れてはならない。差別解消法をただの法律と捉えず、

地域づくりの手段として活用できるものと捉えたい。一人でも多くの人に真の意味での障害者理解をしてい

ただき、ともにまちづくりができたらと願う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　 ねん ご　　　し  せつけんせつ　　いた　　　　  じ  れい　　　　　　　　  ち いき　　　　　　　　　　　　 さん  か　　ちょうないかつどう　　　　　　 つづ

　　　　そうほうとも　　 あい て　     たい　　　　　    しんらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しんらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しんらい

　　　　　　　　　　 へん か　　　　　　　　　　　　　　　　　なか　　  し せつ　　  り  ようしゃ　  となり　　じゅうみん　　　　　　　　　　　　　　  じ   こ　　   お　　　　　　　　　　　　  とう しょだい

だいてき　　 はんたい　　　　　　　　じゅうみんすうめい　　　   こんかい　　　　　　　　  ふ  うん　　  じ  こ　　　　　　　　　 し せつ

  ち  いき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よ 　　　　　　 　　  し やく しょ  　 そうだん　     い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょうがいしゃ

  よ　　　　　　 ひと　　  ち いきじゅうみん　　　　　　しんらい　　　　　　  じ れい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ  れい　　　　　　　　　  しょうかい　　　　　　　　　　　　　　　　 ほく ぶ　　  やま ぞ　　　　   じんこうやく　　　   まんにん

まち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ねん　　 たん か　　  せいしん か びょういん　   はい し　　　　　　  げんざい　　　　　　　　　　　　　　 そうごうびょういん　　なか   　せいしん

 かびょうしょう　　　　　　　  しょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まいあさ　　 じ　　　　  ふん　　　   まち　　 ふく し    いりょう　　せんもんしょく　 ぎょうせいしょくなど

じゅうみん　 かなら　　　　　　みんせい  い いんとう　　　　　　　　　　　　　　 めい　　　　　　かい  ぎ　　 びら　　　　  ち いき　　　　　　　　　　めん　　　　  ふちょうしゃ

  し えん　　ひつよう　　じょうたい　  ひと　　かん　　　   じょうほう　 きょうゆう　　　　　　　   たんとう　　だれ　　　　　　　　　　　　　　 いま　　　　　　　　　　　　　　　　　　 もっと　   てきせつ

　　　  かんが　　　　　　　   ひと　　 し えん　　はい　　　　じゅうみん　　　　　　やく め　     にな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  に ほん　　　　　　　　せんもんしょく

　　　　　　　　まいあさ　　かい ぎ　　  さん か　　　　　　　　　　　　　しょうがい　　　　　　 とう  じ しゃ　　　　　　  か ぞく　　 こうせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょうけん

　　　　とう  じ  しゃ　　　　　　　　けいけん　　　　　　　　　　　　　　　　　ち しき　　 けいけん　　かつよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  せんもんしょく　 きょう み

　　　　  た しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　 かた　　  は あく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっと  　じゅうよう　 じょうけん　　　　  じ ぶん　  ちょう し　　 わる

　　　　　　　　たい しょほう　　  り かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おな　　たち  ば　    ひと

　　　　　　　　　　　　 いちばん　　　　　　　　　　　　  し みん　　　　けいはつ　　　　　　　　  し  やくしょ　　  ほ けん　　　　　　　　　　　　　　 はい ち

  し みん　　　　　　　　しょうがいしゃ　　　　　　とら　　　　　　　　　　　　　　　　 せんもんしょく　　　　　  せっ　　　　　　　　　　　　　し みん 　　 ち いき　     く　　　　しょうがいしゃ　　たい

　　　　　　おな　　　　　　　　  み かた　　　　　　　　　　 かた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せいしん  かびょういん　　はい し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ち いき

  し えん　　　　　　つく　　　　　　　　　　　　 なんねん　　　　　　　　  と　　　く　　　　  けっ か　　  げんざい　　　　　　　　　　　　　　　　   あ

　　　　　　　　　　　　  と　　　く　　　　　 に ほん　　  い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に ほん　　　　  す　　　 ば しょ　　　　　　　    ふく し　　  てんかい

けっ か　　　 ち いきじゅうみん　　　　　　せいかつ　　　　　　　　　　　　  し えん　　  て うす　　　　　　　　 けんちく がくしゃ　   はやかわかず お　し　　　　  いま　　　　　　　 ねんまえ

　  きょじゅうふく し　　　　　　　　  がいねん　   ていしょう　　　　　  ひと　   せいかつ　　　　うえ　　　　　　 せい  び　    ひつよう　　　　　　　　  す　　　　　　　　　　　　　とうぜん　　  す

つづ　　　　　　　　　     し  えん　　ひつよう　　　　　　　　せんもんしょく　　　 じゅうみんどう し　　  ささ　　 あ　　    ち いき　　つく　　　　　　　　  し  えん　  おこな

　　　　　　  こ　　 ささ　　　　  ち  いき　   つく　　　　　　　　ふく し　　 おお     　　  やくわり　　　　　　　　 ひと　　しゃかい　 　 い　　　　　いじょう　　　　　　　　　　　　　　　　はっせい

　　　　　　　   とうぜん　　　　　　　　　　　　たいりつ　　 ふた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かいけつ　　はか　　　　　  じゅうよう

　　さい　　　　　　すべ 　　   　ひと　　　　　　　　  い　　　　  けん り　　　　　　　　　　　　  わす　　　　　　　　　　　　　　　　   さ べつかいしょうほう　　　　　　　　ほうりつ　　 とら

  ち いき　　　　　　　　 しゅだん　　　　　　かつよう　　　　　　　　　　　　 とら　　　　　　　　  ひとり　　　　  おお　　　　 ひと　  しん　　  い　み　　　　 しょうがいしゃ り かい

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ねが



　発達障害当事者で、不注意優勢型の注意欠陥多動性障害の診断あり。２０才前後で、自分が人と違うこと

に気づくが就職する。指示されたことが出来ない、解ることと解らないことの差が大きい、などを説明でき

ずうつ状態になり受診し服薬した。社会不安障害、対人恐怖で引きこもったこともある。うつの治療から始

まり、ＡＤＨＤと診断を受け、自分で全国各地の自助グループに参加し、2002年に「関西ほっとサロン」

を立ち上げた。この間いろいろな障害のリーダーと交流し、障害があっても受け入れて、自分の出来ること

をやっている人が輝いて見えた。結構高いハードルだが、そういう人に私はなりたい、今ある自分を受け入

れて輝きたいと思った。障害受容が出来るのに５年かかった。

　発達障害は、自閉症スペクトラム障害(ASD）、注意欠陥多動性障害、学習障害に分けられ、人口比１．５

%（１００人に１人）とも言われるが、専門家によると１０%（１０人に１人）との見方もあり、本当は珍

しくない障害と言える。

　発達障害のある人は、常にストレスレベルが高い状態で生活しており、特性にあった支援や理解を得られ

ずに大人になった場合、二次障害や依存症を発症してしまうことがある。学生時代は問題を抱えながらもス

ルーしてしまえるが、会社ではそうはいかず、特性が限度を超えてしまうと、問題行動として出てくる。と

ても疲れやすいこと、味覚・触覚・嗅覚等に過敏であること、時間の目安をつける事が難しいことなどが理

解されず、「気持ちの問題」「やる気がない」「いい加減」「無視している」などと思われがちだが、この

ような特性を知ることで、会社側は合理的配慮が可能になると思われる。

　理解のポイントとして、発達障害は心身の機能上の能力障害ではなく、Disorder (社会的障害）であるこ

とだ。出来ると思われても出来ないときがあること、本人は出来ないことを隠してしまうなど、わかりにく

さや関わりづらさが社会生活上の「障害」となる。「何でも出来ます、頑張ります」の人が一番危険で、

「この仕事は難しいけれど、こうすれば出来ます」と本人が言えれば、仕事が出来るかどうかの基準になる。

関係者は「アスペルガーだから、発達障害だから」と決めつけず、同じ診断名でも、一人ひとり苦手なとこ

ろや感覚や思考回路は違うので、個別支援が必要である。同じ失敗の繰り返しを怒っても、多分治らない。

「何故か」を一緒に話しあえる環境があって、方法や環境を分析して、上手くいくための状況をつくること

が大切である。

　では、具体的にどう関わったらいいのか「そういう言い方をされると傷つくんですよ」と言える関係なら

多少は大丈夫という例を挙げてみよう。

講演Ⅱ
こうえん

 広野 ゆい 氏
ひろ の し

働く障害者への「合理的配慮」について考える
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－ 発達障害当事者からのメッセージ －

　　はったつしょうがいとう じ  しゃ　　　　  ふちゅうい  ゆうせいがた　　ちゅうい けっかん  た どうせいしょうがい　　しんだん　　　　　　　　　　 さいぜん ご　　　　　 じ ぶん　　 ひと　　ちが

　　 き　　　　　　しゅうしょく　　　　　　 し  じ　　　　　　　　　　　　　 で   き　　　　　　  わか　　　　　　　　 わか　　　　　　　　　　　　  さ　　 おお　　　　　　　　　　　　 せつめい

　　　　　  じょうたい　　　　　  じゅしん　　 ふくやく　　　　　　しゃかい  ふ あんしょうがい     たいじんきょうふ　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　 ち りょう　　　　はじ

　　　　　　エーディーエイチディー しんだん　　  う　　　　   じ ぶん　   ぜんこくかく  ち　　   じ じょ　　　　　　　　　　 さん か　　　　　　　　　　  ねん　　　　かんさい　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　  た　　   あ　　　　　　　　　　  かん　　　　　　　　　　しょうがい　　　　　　　　　　　   こうりゅう　　　しょうがい　　　　　　　　　　 う　　　い　　　　　　　 じ ぶん　　  で   き

　　　　　　　　　　　　ひと　 かがや　　　　 み　　　　　　  けっこうたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと    わたし　　　　　　　　　　　   いま　　　　 じ  ぶん　　  う         い

 　　   かがや  　　　　　　　おも　　　　　　しょうがいじゅよう　　  で   き       　　　　　　ねん

　   はったつしょうがい　　　　  じ へいしょう　　　　　　　　　　　　　　しょうがいエーエスディ　　　 ちゅうい けっかん た どうせいしょうがい　　 がくしゅうしょうがい　　わ　　　　　　　　  じんこう ひ

　　　　　　　　　　にん　　　ひとり　　　　　　　い　　　　　　　　　　  せんもん か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にん　　  ひとり　　　　　　　み かた　　　　　　　　 ほんとう　   めずら

 　　　　　　　しょうがい　　 い

　　はったつしょうがい　　　　　   ひと　　　　つね　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たか　　じょうたい　  せいかつ　　　　　　　　　　 とくせい　　　　　　　　  し えん　　　り かい　　  え

　　　　 お  とな　　　　　　　　   ば あい　　  に   じしょうがい　     い ぞんしょう　  はっしょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がくせい  じ だい　　もんだい　　かか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　とくせい　   げん ど　　　こ　　　　　　　　　　　　　　  もんだいこうどう　　　　　　  で

　　　　つか　　　　　　　　　　　　　　　み かく　  しょっかく　 きゅうかくとう　　  か びん　　　　　　　　　　　　　じ かん　　  め やす　　　　　　　　こと　 むずか　　　　　　　　　　　　　　  り

かい　　　　　　　　　　  き   も　　　　  もんだい　　　　　　　　  き　　　　　　　　　　　　　　　 か げん　　　　  む   し　　　　　　　　　　　　　　　　  おも

　　　　　　とくせい　　  し　　　　　　　　　　  かいしゃがわ　　ごう  り てきはい りょ　　 か のう　　　　　　　　おも

　　  り かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はったつしょうがい　   しんしん　　  き のうじょう　　のうりょくしょうがい　　　　　　　　　　  ディスオーダー　    しゃかいてきしょうがい

　　　　　　  で   き　　　　  おも　　　　　　        で   き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほんにん　　  で   き　　　　　　　　　　  かく

　　　   かか　　　　　　　　　　　　 しゃかいせいかつじょう　　    しょうがい　　　　　　　　　　　　なん　　　　  で   き　　　　　　  がん  ば　　　　　　　　　　　　  ひと　　いちばん  き けん

　　　　　　  し ごと　 むずか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で  き　　　　　　　　  ほんにん　　  い　　　　　　　　　 し ごと　　  で   き　　　　　　　　　　　　　きじゅん

かんけいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はったつしょうがい　　　　　　　　　　 き　　　　　　　　　　  おな　　しんだんめい　　　　　　  ひとり　　　　　　  にが て

　　　   かんかく　　  し こうかい  ろ　　 ちが　　　　　　　　　こ べつ  し えん　　ひつよう　　　　　　　　おな　    しっぱい　　 く　　  かえ　　　   おこ　　　　　　　　  た ぶんなお

　　  な　ぜ　　　　　　　いっしょ　　はな　　　　　　　　かんきょう　　　　　　　　　  ほうほう　　かんきょう　　ぶんせき　　　　　　  う   ま　　　　　　　　　　　　じょうきょう

　　たいせつ

　　　　　　　　  ぐ たいてき　　　　　　かか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　  かた　　　　　　　　　　 きず　　　　　　　　　　　　　　　　  い　　　　  かんけい

 た しょう　  だいじょうぶ　　　　　　  れい　　  あ

はたら しょう がい しゃ ごう り てき はい りょ かんが

はっ たつしょうがい  とう   じ   しゃ



「 普通に見えますよ 」・・・ 普通に見られることがちょっと怖い。

「 それぐらい普通にあるよ 」・・・「出来ない」と言いづらくなる。

「 出来ないじゃなくて、やらないんでしょ」・・・ すぐに判断することが難しい。 

「 頑張れば克服出来ますよ」・・・ 既に限界の状態の時は難しい。

「 何が出来ないのか解らないよ」・・・「この人はわかってくれないな」と思う。

「 大学出てるんだから大丈夫でしょ」・・・ 表面的なことで決めつけないで。

　一方当事者自身には、自立するための自己選択や自己決定が非常に大事で、対等な立場からの支えとして、

セルフヘルプグループを設立した。

ここでは、

● 障害観を変える　　　障害があっても、全て社会的な不利につながるとは限らず、環境次第で障害になら

　 ないこともある。特に発達障害と言われている人の中には、業績を残した研究者や有名人が多数いる。障

　 害は社会や環境がつくると考えれば、自分を責めずに済む。

● 社会資源の活用方法　　　専門家も社会資源の一つとして、どのように利用（支援してもらう）するかな

　 ど、自分達で決めることが必要で、障害があっても出来ることは多い。「出来ない」「させない」ではな

　 く、何にでも挑戦し、体験の中から社会的・専門的スキルを身につけていくことが重要である。

● 援助者治療原則　　　助ける者がより助けられるという原則。人を助けることで、自分も元気になってい

　 ける。グループのリーダーが元気になる姿を多く見てきた。

● ありのままでいても良い場所　　　社会の中で自分はどういう存在なのか、どのように見られているのか、

　 説明してもらっても理解出来ない。しかし、セルフヘルプグループでは、グループ内の人間関係から、

　「こんな風に見られているのかな」と想定出来る。だが、若年層に偏ったり、モデルが少なかったり、二

　 次障害の精神疾患が強い場合の効果は、期待薄である。

　発達障害をもつことや精神障害の発症では、自尊心が低くなり、否定されて生きている感覚が非常にある。

グループ内では、安心や失敗を繰り返し、徐々に自尊心が回復し、最終的には自己受容（出来ない自分も受

け入れられる）が出来る。グループ内が安全な場所であれば、段階的に適切な自己像を獲得し、社会適応へ

と繋がる。今の状況で、自分の生き方を自分で選択すること。これが自立だと考える。近年、診断の出来る

医師が増えて、これまで一般枠で働いてきた人達が、障害者枠で就職するケースが増えた。しかし、どこか

ら「発達障害」なのかは難しく、「適応障害」が認められると「発達障害」と診断されることも多い。５０

代、６０代になってから診断を受けようとする人も増えた。会社から勧められて受診し、発達障害と診断さ

れる人もいる。いずれにしろ、「ほっとした」「納得した」と答えられるが、反面、普通には戻れないとい

うショックは大きい。障害者に対する差別や雇用の問題を考える上で、手帳の有無で、配慮するしないの区

別は意味がない。「合理的配慮」というが、現状は障害特性に合わせた物理的環境整備をしているに過ぎな

い。障害に関わりなく、いろいろな課題を抱えた人にも配慮すること、みんなが働き易い環境をつくること

で、能力を発揮し、生き生きと暮らすことが可能になる。
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　　    ふ つう　　  み　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふ つう　  　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こわ

　　　　　　　　　　　　　 ふ  つう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で   き　　　　　　　       い

　　　 で   き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はんだん　　　　　　　　    むずか

　　  がん  ば　　　　  こくふく  で   き　　　　　　　　　　　　　　　 すで　　げんかい　  じょうたい　　とき　  むずか

　　  なに　　　で   き　　　　　　　　  わか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おも

　　  だいがく  で　　　　　　　　　　　　  だいじょうぶ　　　　　　　　　　　　　　　ひょうめんてき　　　　　　　　  き　

　　いっぽうとう  じ  しゃ じ しん　　　　　　   じ りつ　　　　　　　　　　  じ   こ  せんたく　　  じ   こ  けってい　　  ひじょう　　だい じ　　　　  たいとう　    たち ば　　　　　　  ささ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せつりつ　

　　 しょうがいかん　　  か　　　　　　　　　　 しょうがい　　　　　　　　　　　　すべ　　 しゃかいてき　　  ふ　り　　　　　　　　　　　　　　  かぎ　　　　　　かんきょう し だい　  しょうがい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とく　   はったつしょうがい　    い　　　　　　　　　　  ひと　　なか　　　　　　ぎょうせき　　のこ　　　   けんきゅうしゃ　　ゆうめいじん　　  た  すう　　　　　   しょう

　　  がい　　しゃかい　　かんきょう　　　　　　　　　 かんが　　　　　　　　 じ  ぶん　　 せ　　　　　　　 す

　　  しゃかい   し  げん　　かつようほうほう　　　　　　 せんもん か　　  しゃかい  し  げん　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り よう　     し えん

　　　　　　　 じ ぶん たち　　  き　　　　　　　　　　  ひつよう　　　  しょうがい　　　　　　　　　　  で   き　　　　　　　　  おお　　　　　　  で   き

　　　　　　  なに　　　　　  ちょうせん　　　　たいけん　　なか　　　　 しゃかいてき　　 せんもんてき　　　　　　　　  み　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じゅうよう

　　  えんじょしゃ　ちりょうげんそく　　　　　　たす　　　　もの　　　　　　 たす　　　　　　　　　　　　　　げんそく　　 ひと　　たす　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　　げん  き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げん き　　　　　　 すがた　 おお　　  み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よ　　　 ば しょ　　　　　　 しゃかい　　なか　　  じ ぶん　　　　　　　　　　 そんざい　　　　　　　　　　　　　　　　　　  み

　　  せつめい　　　　　　　　　　　　　　   り かい で   き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない　　にんげんかんけい

　　　　　　　　　　 ふう　　  み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  そうてい  で   き　　　　　　　　　　 じゃくねんそう　 かたよ　　　　　　　　　　　　　　　  すく　　　　　　　　　　　　　に

　　　 じしょうがい　   せいしん しっかん　　つよ　　  ば あい　　こう  か　　　　　き たいうす

　  はったつしょうがい　　　　　　　　　　　　せいしんしょうがい　 はっしょう　　　　　　  じ そんしん　　ひく　　　　　　　　  ひ てい　　　　　　  い　　　　　　　　  かんかく　　  ひじょう

　　　　　　　　ない　　　　　　 あんしん　　しっぱい　　  く　　  かえ　　　   じょじょ　　　じ そんしん　　かい ふく　　　　さいしゅうてき　　　　 じ   こ  じゅよう　　  で   き　　　　　じ  ぶん　　 う

　　  い　　　　　　　　　　　　　で　き　　　　　　　　　　　　  ない　　あんぜん　　  ば しょ　　　　　　　　　　 だんかいてき　　てきせつ　　  じ   こ  ぞう　　かくとく　　　　 しゃかいてきおう

　　つな　　　　　　いま　　じょうきょう　　　　じ ぶん　　  い　　 かた　　  じ  ぶん　　せんたく　　　　　　　　　　　　　　　　　じ りつ　　　  かんが　　　　　  きんねん　　しんだん　　  で   き

  い   し　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　  いっぱんわく　  はたら　　　　　　　  ひとたち　　　  しょうがいしゃわく　しゅうしょく　　　　　　　　　　　 　ふ

　　　  はったつしょうがい　　　　　　　　　 むずか　　　　　　　　てきおうしょうがい　　　  みと　　　　　　　　　　　　はったつしょうがい　　　　しんだん　　　　　　　　　　　　おお

だい　　　　　　だい　　　　　　　　　　　　 しんだん　　  う　　　　　　　　　　　 　 ひと　　  ふ　　　　　　 かいしゃ　　　　すす　　　　　　　　 じゅしん　　　   はったつしょうがい　　しんだん

　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  なっとく　　　　　　　　 こた　　　　　　　　　　　　はんめん　　  ふ  つう　　　　もど

　　　　　　　　　　　　おお　　　　　　しょうがいしゃ　　たい　　　　  さ べつ　　   こ よう　　もんだい　  かんが　　　  うえ　　　　 てちょう　　  う   む　　　　 はいりょ　　　　　　　　　　　　  く

べつ　　  い   み　　　　　　　　　　  ごう  り てきはいりょ　　　　　　　　　　　    げんじょう　しょうがいとくせい　　  あ　　　　　　  ぶつ  り てきかんきょうせいび　　　　　　　　　　　　　す

　　　  しょうがい　  かか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か だい　　かか　　　　ひと　　　   はい りょ　　　　　　　　　　　　　　　　　  はたら　  やす　  かんきょう

　　　　のうりょく　  はっ  き　　　     い　　　い　　　　　く　　　　　　　　　　　か  のう



今回の講演は、企業のどの立場の人に深く知って

もらいたい内容だったのか。企業のトップか、現

場か、全従業員か。

Q

Q A

1

管理職が障害者のことを知らないと、雇用上の支

障はあると思うが、現状で相談が多いのは、現場

の人からである。その相談を拾い上げるシステム

や、上司等、会社のトップに理解がないと、何に

困っているのかを把握することが難しい。障害特

性について深く知ってほしいということになると、

現場で一緒に働く仲間ということになる。すべて

の場所で、こういう人たちが普通に働ける状況に

なるには、まず、企業のトップが基本的な知識を

持って、偏見や、知らないばかりに排除すること

がないようにする必要がある。

A1 広野

講演の中で出てきた大阪の福祉事業所では、どの

ように地域との交流を行っているか。成功例を教

えてほしい。

Q2

大阪市立大学の生協と関わって学生食堂をしてい

るという範囲での関係であるため、大学内での活

動に限定して答えると、普段の学生食堂の運営で

は、来られた客（学生等）に利用者が、全面的に

接客等対応している。はじめのうちはスタッフが

利用者にしっかりついて、特性に関する誤解がな

いように対応をしている。
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質疑応答
しつ ぎ おう とう

ひろ の

A2 野村
の むら

こんかい　　こうえん　　　　 き ぎょう　　　　　   たち  ば　　 ひと　　 ふか　     し

　　　　　　　　　　ないよう　　　　　　　　　　　　  き ぎょう　　　　　　　　　　　   げん

  ば　　　　 ぜんじゅうぎょういん

かん  りしょく　  しょうがいしゃ　　　　　　　     し　　　　　　　　　　    こ ようじょう　　  し

しょう　　　　　　　  おも　　　　　　げんじょう　　そうだん　　おお　　　　　　　　 げん  ば

　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　 そうだん　　ひろ　　  あ

　　　　じょう し など　　かいしゃ　　　　　　　　　　　り かい　　　　　　　　　　なに

こま　　　　　　　　　　　　　　　は あく　　　　　　　　　  むずか　　　　　 しょうがいとく

せい　　　　　　　　 ふか　　 し　　　　

 げん  ば　　 いっしょ　  はたら　　なか ま

　　  ば しょ　　　　　　　　　　　　 ひと　　　　　　  ふ つう　  はたら　　　 じょうきょう

　　　　　　　　　　　　　　　　  き ぎょう　　　　　　　　　　 き  ほんてき　　  ち しき

  も　　　　　　  へんけん　　　　  し　　　　　　　　　　　　　　  はいじょ

　　　　　　　　　　　　　　　　 ひつよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こう えん　　なか  　  で　　　　　　  おおさか　　 ふく  し  じ ぎょうしょ

　　　　　　  ち いき　　　　 こうりゅう　おこな　　　　　　　　　　　　せいこうれい　　 おし

おおさか し りつだいがく　　せいきょう　  かか　　　　　　 がくせいしょくどう

　　　　　　　　はん  い　　　　  かんけい　　　　　　　　　　　　だいがくない　　　　 かつ

どう　　げんてい　　　　 こた　　　　　　　　  ふ  だん　　がくせいしょくどう　　うんえい

　　　　  こ　　　　　　きゃく　   がくせいとう　　　　   り ようしゃ　　　　ぜんめんてき

せっきゃくとうたいおう

  り ようしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とくせい　   かん　　　　  ご かい

　　　　　　　　たいおう
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発達障害かもと感じた時、周囲はどうアプローチ

したら良いのか。一次障害が発達障害とわからず

に、二次障害として精神疾患を発症し、福祉サー

ビスを利用している人もいる。

Q3

特性が原因で支障が出ている時に「あなたはこれ

がだめだから発達障害だ」というのは、最も悪い

伝え方だと思う。どうすれば、その人はその失敗

をしなくなるかという対応をまずやってみる。障

害名ではなく、そういう「タイプ」なのでは、と

いう特性で表現する。次の段階で、相手に余裕が

ある時に発達障害かもしれないと伝える。また、

「あなたはどうすれば良いか」を考えた上で、話

をすることも重要である。その人の段階に寄り添

いながら環境をつくっていく必要がある。私は、

生まれてこのかた発達障害だが、精神障害の人の

場合は、障害になる前の自分の状態を知っている。

「戻りたい」という気持ちと戦うことがテーマに

なると思う。その人の気持ちに丁寧に寄り添って、

一緒に支えていくことが必要と思う。

発行：兵庫県　　編著：兵庫県社会福祉事業団　兵庫県立総合リハビリテーションセンター　能力開発部　能力開発課

〒651-2181　神戸市西区曙町1070　TEL: 078-927-2727 (代表)
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今日の講演の中で、大事なポイントとして聞いた

のが、「施設コンフリクト」である。数年前に大

阪のある街で、精神障害者の地域拠点をつくる時

に商店街をあげて反対運動があった。反対運動の

先頭に立っていたのが、本来、障害のある人の側

に立つべき社会福祉協議会の事務局の人だった。

「時間をかけて」というのは良くわかるが、いつ

まで時間をかければ良いのか、内閣府で障害を理

由とする差別の解消の推進に関する基本方針をつ

くっているが、その中で、「グループホーム等を

含む、障害者関連施設の認可等に際して、周辺住

民の同意を求める必要がない」となっている。行

政機関としては、その上で、周辺住民に理解を得

るために積極的な啓発活動を行うことが望ましい

とされている。それらを含めて、どこが妥協点な

のかをお聞かせ願いたい。

Q4

通常、コンフリクトが発生して、合意形成に至る

まで、その間には、コンフリクトマネジメント手

法が用いられる。今日の講演では話ができなかっ

たが、それらの手法を用いて、施設と地域との間

で合意形成に至るまでは、約１年半から２年の期

間が平均としてかかっている。ただし、それが良

いのか悪いのかという判断は別である。

A3 広野
ひろ の

A４ 野村
の むら

はったつしょうがい　　　　　　かん　　　　とき　　しゅうい　

　　　　　　  よ　　　　　　　　  いち じしょうがい　　はったつしょうがい

　　　　  に   じしょうがい　　　　　   せいしんしっかん　　はっしょう　　　　ふく  し 

　　　　　　  り よう　　　　　　　　ひと

とくせい　　げんいん　　  ししょう　　で　　　　　　  とき

　　　　　　　　　　　   はったつしょうがい　　　　　　　　　　　　　　　  もっと　　わる

つた　　かた　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと　　　　　　しっぱい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たいおう　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう

がいめい　　　　　　　　　　　　　

　　　   とくせい     ひょうげん　　　　　　つぎ　　だんかい　　　　あい  て　　　よ  ゆう

　　　　とき      はったつしょうがい　　　　　　　　　　　　　　つた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よ　　　　　　　　 かんが　　　  うえ　　　  はなし

　　　　　　　　　　　  じゅうよう　　　　　　　　　　　　ひと　　だんかい　　  よ　　　そ

　　　　　　      かんきょう　　　　　　　　　　　　　　ひつよう　　　　　　　　わたし

 う　　　　　　　　　　　           はったつしょうがい　　　　　  せいしんしょうがい　　ひと

  ば あい　　　  しょうがい　　　　　　まえ　　  じ ぶん　　じょうたい　　 し

　　もど　　　　　　　　　　　　　　  き   も　　　　たたか

　　　　　　おも　　　　　　　　ひと　　 き   も　　　　  ていねい　　  よ　　　そ

いっしょ　   ささ　　　　　　　　　　　　　　 ひつよう　　おも

はっこう　　ひょうごけん　　　　へんちょ　　ひょうごけんしゃかいふく し  じぎょうだん　　 ひょうごけんりつそうごう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   のうりょくかいはつぶ　　のうりょくかいはつか

　　　　　　　　　　　　　　   こうべしにし  くあけぼのちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 だいひょう

さくせい　　ざいたくしゅうろうしゃ　 かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へいせい　　　ねん　　がつはっこう

 きょう　　   こうえん　　なか　　　　だい じ　　　　　　　　　　　　　　　　　 き

　　　　　　　　  し せつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 すうねんまえ　　おお

さか　　　　　　まち　　　　せいしんしょうがいしゃ　　  ち いききょてん　　　　　　　　とき

　　しょうてんがい　　　　　　　　はんたいうんどう　　　　　　　　　　 はんたいうんどう

せんとう　　  た　　　　　　　　　　　　　　  ほんらい　　しょうがい　　　　　　ひと　　がわ

        た　　　　　　  しゃかいふく し きょう  ぎ かい　　  じ   む きょく　  ひと

　　  じ かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　　  じ かん　　　　　　　　　　　よ　　　　　　  　　ないかく  ふ　　しょうがい　　  り 

ゆう　　　　　　  さ べつ　　かいしょう　  すいしん　　かん　　　　  き ほんほうしん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とう　　

ふく　　　 しょうがいしゃかんれん  し せつ　　にん か  とう　　さい　　　　　　しゅうへんじゅう

みん  　どう  い　　  もと　　　　ひつよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         ぎょう

せい  き かん　　　　　　　　　　　　　　 うえ　　　 しゅうへんじゅうみん　   り かい　　  え

　　　　　　　　 せっきょくてき　　けいはつかつどう　　おこな　　　　　　　　のぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふく　　　　　　　　　　　　　     だきょうてん

　　　　　　  　　き　　　　  ねが

つうじょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はっせい　　　　　　 ごう  い けいせい　　いた

　　　　　　　　　　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    しゅ

ほう　　もち　　　　　　　　　　  きょう　　  こうえん　　　　はなし

　　　　　　　　　　　　　　 しゅほう　　もち　　　　　　  し せつ　　　ち いき　　　 あいだ

　　ごう  い けいせい　　いた　　　　　　　　　　やく　　ねんはん　　　　　　ねん　　　き

かん　　へいきん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　　　　わる　　　　　　　　　　　　 はんだん　　べつ



    さっ  し  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かん　　　　  もと

み　　　　　　　　　　　　　　　　　　  も　 じ 　　 さい よう 　　　　 さく せい

この冊子はユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づき

見やすいデザインの文字を採用して作成しました。
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